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1 貧困をなくそう 10 人や国の不平等をなくそう

極度の貧困に陥る人が5億7500万人 国家間不平等が過去30年で最大に

国民の貧困水準を半減できる国は1/3 難民の数が過去最多の3460万人

災害に対し、より高い脆弱性に直面 世界で性差別を経験した女性が2倍

2 飢餓をゼロに 11 住み続けられるまちづくりを

飢餓ゼロの目標は危機に瀕している 今後30年間で20億人の増加見込み

5歳児未満発育障害：1億4800万人 アジアで都市よりも町で大気質が悪化

5歳児未満消耗性疾患：4500万人 公共空間と街路の面積が20％未満

3 すべての人に健康と福祉を 12　つくる責任つかう責任

世界の健康改善に著しい進捗を確認 化石燃料に対する補助金が2倍近く復活

医療費の自己負担分が増加、さらに増加 1人/1年、120㎏の食料を無駄に

2500万人の子どもが定期予防接種を不受

4 質の高い教育をみんなに 13 気候変動に具体的な対策を

8400万人の子どもが学校に通えない 海面上昇のスピードは10年で2倍に

3億人の生徒が基礎学力を身に付けれない 脆弱性の高い地域は災害死亡率が15倍

教育目標を達成するための資金が不足 2100年までに2.5℃の気温上昇

5 ジェンダー平等を実現しよう 14 海の豊かさを守ろう

ジェンダー平等達成は困難 プラスチック汚染2040年までに2～3倍に

児童婚がなくなるまで300年かかる 海洋酸性化、産業革命以前から30％上昇

差別的法律撤廃まで286年かかる 世界の漁獲資源の1/3が乱獲

6 安全な水とトイレを世界中に 15 陸の豊かさも守ろう

数十億人が安全な飲料水を利用できない 森林消失、土地劣化、種の絶滅が増加

24億人が水ストレスを抱えた国で生活 過去最大規模の生物種の絶滅に直面

35億人が安全な衛生施設を利用できない 生物多様性領域の保護区指定率停滞

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 16 平和と公正をすべての人に

6億7500万人が暗がりで生活 世界各地で1億840万人超が故郷追放

開発途上国の国際公的資金供与が減少 人身取引被害者が約20万人

再生可能エネルギは電力の30％供給 意図的殺人で20年間に約46万人が死亡

8 働きがいも経済成長も 17 パートナーシップで目標を達成しよう

世界経済は緩やかに回復 世界の37カ国が債務危機の直面

20億人の労働者に社会的保護がない 正味ODA総額は2021年から15.3％増加

若者の4人に1人が就学・就労してない データに対するODA資金提供20％超減少

9 産業と技術革新の基盤をつくろう

CO₂排出量は2022年に過去最大値に ※写真は2024年報告

世界の製造業の成長スピードが鈍化 　 文字は2023年報告抜粋

世界の95％が3Gにアクセス可能
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